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 睾丸と脳下垂体との関連となれば睾丸の内分泌機能は下垂体のtropic hormoneの支配

を受けることで，とくに前葉の性腺刺激ホルモンが一方では精細管の胚芽上皮の細胞（精

細胞）の発育成熟を促し（雌のFSHに相当），他方では睾丸の間質細胞を刺激して間質綱

胞のandrogen， testosteroneの産生をもたらす（ICSHで雌のLHに相当）ことである．

前者は精細胞の成熟に関与する単一な特殊作用を有するもので他の男性的性ホルモン作用

はないらしく，後者はいわゆる男性的性ホルモン作用を示すものとされている．しかし前

者FSHがspermatogenesisを促進するにはICSHのある程度の付随量を必要とするら

しい．下垂体摘除ラットにFSHとtestosteroneをあわせて投与しないとspermatoge－

nesisが起こらないという実験などからみて両者のsynergismもまた必要なようである．

なお実験面からみて問質細胞からはteStoSterOne以外にeStrOgenも分泌されるらしい．

これはestrOgenが直接分泌されるのかあるいはteStOsterOneの崩壊によるものかはまだ

不明，である．いずれにしてもICSHがLeydig細胞を刺激してそのandrogenと一一一ffS

estrogenの分泌生成能を促進するようである．なお下垂体前葉から分泌されるLTHは雄

性動物では前立腺に作用するといわれる．しかしてこれらの調節機序は高位の性中枢とし

ての間脳で行なわれることがだいたい明らかにされている。

 さて下垂体の発生，組織発生，生後発育しいてはその実験組織学的研究に及び，形態と

機能との関連を手がけてき・たものの，おもに形態学的検索に傾きがちの立場から睾丸と下

垂体との関連をみたとき，第一に浮かび上ってくるのは去勢実験とそのさいの下垂体とく

に前葉の変化である．また一方では下垂体摘除のさいの睾丸の変化である．

 去勢によって起こる前葉細胞の変化のうち最も注目されるものはいわゆる去勢細胞の出

現である．去勢細胞は去勢によって前葉に出現するもので通常きわめて大きい胞体を有す

る細胞で胞体内に癒合した大きい空胞をもつもので，とくに白鼠において定型的なもの

（いわゆる指輪型細胞，signet－ring cell）が認められる，去勢⊂よる下垂体の変化はFich6ra

（1905）によりはじめて研究せられ下垂体の重量増加，充血，前葉のエオジン好性細胞の

増加と肥大が報告せられて以来きわめて多数の学者の報告がある．去勢によって起こる前

葉細胞の変化は必ずしも一定していなくて動物種により性により，また去勢手術を行なっ

たときの動物の年令によっても異なるもので，とくに去勢細胞の出現についても動物種に

よっていわゆる定型的な去勢細胞の出現するものも（白鼠）あるがマウスにおいては特殊
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な空胞型の去勢細胞の出現は認められない．去勢による前葉細胞の変化は一般には塩基好

性細胞が増加し淡染性酸好性細胞に軽度な増加傾向が認められ色素嫌性細胞はいちおう減

少を示すと考えられている．

 さて去勢ラヅトの下垂体前葉に異常な形をした大型細胞が現われることがZachel（1913）

によってはじめて認められSch／eidt（1914）がこの細胞を記載するのにsignet－ring ce1］

なる名称を用いた．ついでAddison（1916）が鼠において詳細な研究を行ない塩基好性紐

胞が増加肥大し，その胞体中に空胞が出現し，この空胞が大きくなるにつれて核も偏在位

をとりいわゆる指輪型細胞を形成すると報告し，爾来この所説が多くの研究者によって支

持されてきた．しかしこの去勢細胞の由来については塩基好性細胞から由来すると考える

学者が多いが，またいっぽう酸好性細胞からの由来を説くものもあり，さらにまた色素嫌

性細胞から発生するといっている学者もあり，光学顕微鏡野研究の結果についてはなお疑

問点が残っていた．しかるにこの問題も最近の電子顕微鏡的研究からほとんど解明される

に至った．この解明にも資した私どものマウスにおける去勢実験の下垂体前葉に及ぼす変

化の電顕的研究の結果を述べてみたい．

 睾丸摘除後100日で下垂体前葉の全FSH細胞は著明な細胞学的変化を示す．すなわち

最も顕著な変化はそのER（小胞体）の空胞様拡張である．かような拡張したERは一相

に胞体内に分布しかつ胞体の大部分を占めるに至る．拡張したERの間にミトコンドリヤ

や多数のロゼット形の遊離リボゾ■一一・ムや分泌単粒が認められる．この穎粒は正常マウスの

ものに比して数も少なく，かっかなり小さい．よく発達したGolgi装置は微細な小胞状ま

たは層板状の成分から成っている．FSH細胞のさらにもう一つの著明な所見はその胞体

中の明調な間隙に電子密度の高い濃縮性の大きいコPイド塊が認められることである。な

おあまり大きくはないがかなりの数のライソゾームがGolgi野の中あるいはその近くに発

現することである．このようなFSH細胞の変化は軽度ではあるが去勢後7Hですでに認

められ去勢後300日のものではきわめて顕著である．ところがいっぽうICSH（LH）細胞には

あまり変化はなく，ただその大きさが割合に大きくむしろよく発達した細胞小器官を備え

るものが多いように思われる．このさい正常時一見FSH細胞に類似した形を示すACTH

細胞（adrenocorticotrophs）にはなんら認むべぎ細胞学的変化は現われない．

 以上電顕所見からも去勢時（睾丸摘除）に下垂体前葉に現われるいわゆる去勢細胞の由

来とその本質がだいたい解明できるものと考えられ，ICSH（LH）細胞への影響もいちおう

は理解できるようにも思われる．Fich6ra以来問題になっていた下垂体の去勢による変化

とくに去勢細胞に関するその由来と本質は3細胞説中塩基好性細胞であるgonadotrophで

あるFSH産生細胞に帰し，酸好性細胞の肥大増加を認めたという諸家の指すものはおそ

らくはLH（ICSH）細胞であったろうと思考される．下垂体および睾丸の生理学的機能面

とくに内分泌的の相互機能の関連ともだいたい符合するように思われる．

 なお生理学的には去勢すると下垂体の性腺刺激ホルモンgonadotropinの分泌排泄が増

加する事実からして睾：丸になんらかの物質が抑制効果を示していることが想像される．現

在いちおうはestrogenがこの生理作用を営むものとされている．

 さていっぽう下垂体摘除を行なった場合，一般に性腺の萎縮がくるが，とくにこの現象

は雄において大である．すなわち術後下垂体gonadotropin．はしばらくの間はなお尿中か

ら消失しないが術後1～2ヵ月で睾丸は小さくなり，また柔らかくなり一般に睾丸の高度

な萎縮をき・たす．gonadotropinの分泌は既述のように視床下部の支配を受けるので下垂

体茎を切断したさいには性腺の著明な萎縮をきたし，：FSH，工CSH（LH）の分泌は減少す
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るといわれる．また正中隆起を破壊した場合は下垂体摘出同様の変化が性腺（睾丸）にみ

られる．なお前視床下部の損傷のさいとくにN．paraventricularisと正中隆起との間が

こわれた場含には睾丸間質細胞を刺激するICSH（LH）の分泌が抑制されることなどもま

た興味のある点である．

 睾丸と下垂体，この広い関連の問題を勝手な自己の領域に引き込んで下垂体前葉の去勢

細胞を中心にしての漫筆に終わったことをおゆるしいただきたい．
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